H30.6.7　鹿児島市内
打ち合わせ：東川先生

参加者：東井上、犬童、橋

→意図、目的を説明する
東川：信念というより若いころは、強制でやらないといけないという想いが強かったと考えています。

西郷、大久保などの偉人たちは島津斉彬に感化され、斉彬の死後も思い描いていた夢の達成のために尽力したと思います。
→現在と過去の違いについて

東川：郷中教育もそうであるが、情報の共有する場所があり（目的）に対して共通認識をもっていたと思う。あと二才にしても地域の中で下のものに教えを伝えていたのは教える人財の顔が見える教え方があった。

→過去へのきょうみについて

東川：自分郷土とのつながりが見えると親近感ではないが、想いいれが強くなると思うよ。霧島市についても話は可能です

→薩摩の教えについて

東川：基礎的な考えがしっかりあった。日新鋼いろはうたや男の順序などの基礎教育で薩摩の人間像が育まれていた。そのうえで、目的の共有とチャレンジの機会が与えられ自らが自分の道を決めることができたからこそ、強い信念をもつことができたと思う。

→信念をもってやり続けることができた理由

東川：基礎教育は大きな要因だと思う。あと歴史上、達成されたものが多いが、皆（偉人）それぞれ色々な失敗もしている。

多くのことにチャレンジして失敗もあり、大きく成功したものが今もなお伝え続けられていると思う。行動するうえで、時代のニーズを捉えているかどうかが重要であり、ニーズを捉えたものは成功していたと思う

